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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第99期

第２四半期
連結累計期間

第100期
第２四半期
連結累計期間

第99期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

営業収益 (百万円) 165,241 103,014 312,751

経常利益又は経常損失（△） (百万円) 20,395 △13,726 26,834

親会社株主に帰属する四半期(当期)
純利益又は親会社株主に帰属する四
半期純損失（△）

(百万円) 13,751 △18,299 15,650

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 12,837 △18,869 2,230

純資産額 (百万円) 280,469 246,401 267,655

総資産額 (百万円) 884,092 908,349 888,412

１株当たり四半期(当期)純利益又は
１株当たり四半期純損失（△）

(円) 49.93 △66.46 56.83

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 31.6 27.0 30.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 37,580 △15,347 49,343

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △27,304 △17,176 △69,871

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △16,264 57,889 10,338

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 39,605 60,767 35,405
 

 

回次
第99期

第２四半期
連結会計期間

第100期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失（△）

(円) 24.40 △33.35
 

（注）１．営業収益には、消費税等を含んでおりません。

２．第99期第２四半期連結累計期間および第99期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第100期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

３．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社および当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありま

せん。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（1）経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）におけるわが国経済は、個人消費等の

持ち直しの動きがみられるものの、新型コロナウイルス感染症の影響によって景気が依然厳しい状況で推移しまし

た。

当社グループの事業は、外出の自粛等により、交通事業およびレジャー・サービス事業を中心に甚大な影響を受

けました。このような厳しい事業環境のなか、当社グループは、すべての事業において、お客さまと従業員の感染

防止対策を行いつつ、安全・安心の徹底を図り、サービスの提供の維持に努めました。

以上の結果、営業収益は1,030億１千４百万円（前年同期比37.7％減)、営業損失は129億４千１百万円（前年同期

は営業利益217億８百万円)、経常損失は137億２千６百万円（前年同期は経常利益203億９千５百万円)、親会社株主

に帰属する四半期純損失は182億９千９百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益137億５千１百万

円）となりました。

次に、セグメント別の業績についてご報告いたします。

 
イ．交通事業

鉄道事業およびバス事業では、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う外出の自粛や航空旅客の減少等の影響

を受け、輸送人員が大幅に減少したことなどにより減収となりました。

以上の結果、営業収益は372億５千万円（前年同期比41.8％減)、営業損失は120億円（前年同期は営業利益117

億３千３百万円）となりました。

 

（業種別営業成績）

業種別

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

営業収益(百万円) 前年同期比（％）

鉄道事業 25,742 △41.8

バス事業 10,212 △42.0

タクシー事業 1,296 △39.5

営業収益計 37,250 △41.8
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（提出会社の鉄道事業運輸成績）

 
 

区分

 
 

単位

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

    前年同期比（％）

営業日数 日 183 ―

営業キロ キロ 87.0 ―

客車走行キロ 千キロ 58,244 0.5

輸送人員

定期 千人 100,018 △28.7

定期外 〃 60,177 △45.5

計 〃 160,195 △36.1

旅客運輸収入

定期 百万円 12,103 △26.8

定期外 〃 12,307 △52.8

計 〃 24,410 △42.7

運輸雑収 〃 1,379 △17.7

収入合計 〃 25,790 △41.8

乗車効率 ％ 27.6 ―
 

（注）乗車効率の算出方法

旅客人員×平均乗車キロ
×100

客車走行キロ×平均定員
 

 

ロ．不動産事業

不動産販売業では、前期の大型分譲マンション引渡しの反動などにより減収となりました。

不動産賃貸業では、品川駅周辺開発事業の進捗に伴い一部賃貸ビルにおいて店舗の営業が終了したほか、新型

コロナウイルス感染症の拡大に伴う店舗休業等の影響を受け、賃料収入が減少したことなどにより減収となりま

した。

以上の結果、営業収益は141億２千４百万円（前年同期比54.0％減)、営業利益は14億２千５百万円（前年同期

比68.0％減）となりました。

　

（業種別営業成績）

業種別

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

営業収益(百万円) 前年同期比（％）

不動産販売業 4,604 △77.3

不動産賃貸業 9,519 △8.6

営業収益計 14,124 △54.0
 

 
ハ．レジャー・サービス事業

ビジネスホテル業では、京急ＥＸホテル・京急ＥＸインは、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う宿泊客の

減少により減収となりました。

レジャー関連施設業では、京急開発㈱は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う休業要請を受け、一部施設

において臨時休業したことなどにより減収となりました。

以上の結果、営業収益は95億２千４百万円（前年同期比51.5％減)、営業損失は24億３千９百万円（前年同期は

営業利益37億５千４百万円）となりました。
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（業種別営業成績）

業種別

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

営業収益(百万円) 前年同期比（％）

ビジネスホテル業 832 △85.3

レジャー関連施設業 4,288 △36.9

レジャーその他 4,403 △38.6

営業収益計 9,524 △51.5
 

 

ニ．流通事業

百貨店業では、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う臨時休業および営業時間短縮の影響を受け、客数が減

少したことなどにより減収となりました。

スーパーマーケット業では、内食需要の増加や新店開業の影響はあったものの、店舗の閉店や耐震補強工事に

伴うテナント休業などにより、減収となりました。

コンビニエンスストア・物品販売業では、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う鉄道の輸送人員の減少、臨

時休業および営業時間短縮の影響を受け、駅ナカ店舗を中心に客数が減少したことなどにより減収となりまし

た。

以上の結果、営業収益は416億５千９百万円（前年同期比17.7％減)、営業損失は１億６千２百万円（前年同期

は営業利益13億５千６百万円）となりました。

 
（業種別営業成績）

業種別

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

営業収益(百万円) 前年同期比（％）

百貨店・ショッピングセンター業 12,327 △29.4

百貨店業 11,233 △28.4

ショッピングセンター業 1,094 △38.7

ストア業 29,331 △11.5

スーパーマーケット業 24,367 △5.0

コンビニエンスストア・物品販売業ほか 4,964 △33.8

営業収益計 41,659 △17.7
 

 
ホ．その他

京急建設㈱は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う工期の延長などにより減収となりました。

以上の結果、営業収益は167億７千３百万円（前年同期比28.5％減)、営業利益は３億６千３百万円（前年同期

比58.6％減）となりました。

 

（2）財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を踏まえ、流動性資金確保の

ための借入等に伴う現金及び預金の増加などにより、前連結会計年度末と比べ199億３千６百万円増加しました。

負債は、支払手形及び買掛金の減少はありましたが、有利子負債の増加などにより、前連結会計年度末と比べ411

億９千１百万円増加しました。

また、純資産は、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上などにより、前連結会計年度末と比べ212億５千４百

万円減少しました。
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（3）キャッシュ・フローの状況の分析

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失の計上やたな卸資産の増加などにより、153億

４千７百万円の資金支出（前年同期は375億８千万円の資金収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、171億７千６百万円の資金支出となりました。前年同期と比べ、固定資産

の取得による支出が減少したことなどにより、101億２千８百万円の支出減となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、有利子負債の増加などにより、578億８千９百万円の資金収入（前年同期

は162億６千４百万円の資金支出）となりました。

　

以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末と比べ253億６千１百

万円増加し、607億６千７百万円となりました。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた課題はありません。

 

（5）研究開発活動

該当事項はありません。　

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 900,000,000

計 900,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 275,760,547 275,760,547
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株でありま
す。

計 275,760,547 275,760,547 ― ―
 

 
（2）【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（4）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2020年７月１日～
2020年９月30日

― 275,760 ― 43,738 ― 17,861
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（5）【大株主の状況】

   2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 15,830 5.75

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 10,076 3.66

株式会社日本カストディ銀行（信
託口）

東京都中央区晴海１丁目８番12号 8,701 3.16

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 8,317 3.02

株式会社横浜銀行 横浜市西区みなとみらい３丁目１番１号 8,028 2.92

株式会社日本カストディ銀行（三
井住友信託銀行退職給付信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番12号 5,488 1.99

西武鉄道株式会社 東京都豊島区南池袋１丁目16番15号 5,383 1.95

株式会社日本カストディ銀行（信
託口５）

東京都中央区晴海１丁目８番12号 5,364 1.95

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２丁目１番１号 5,000 1.82

株式会社日本カストディ銀行　退
職給付信託　みずほ信託銀行口

東京都中央区晴海１丁目８番12号 4,716 1.71

計 ― 76,907 27.93
 

（注）１．2020年４月21日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、三井住友信託銀行

株式会社およびその共同保有者２社が2020年４月15日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載され

ているものの、当社として2020年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主

の状況には含めておりません。

　　　　　なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合(％)

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番１号 9,506 3.45

三井住友トラスト・アセットマネジ
メント株式会社

東京都港区芝公園１丁目１番１号 7,103 2.58

日興アセットマネジメント株式会社 東京都港区赤坂９丁目７番１号 3,992 1.45

計 ― 20,602 7.47
 

　　　２．2020年９月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、株式会社みずほ銀

行およびその共同保有者２社が2020年８月31日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載されている

ものの、当社として2020年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況

には含めておりません。

　　　　　なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合(％)

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 9,517 3.45

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１丁目２番１号 4,829 1.75

アセットマネジメントＯｎｅ株式会
社

東京都千代田区丸の内１丁目８番２号 8,623 3.13

計 ― 22,969 8.33
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（6）【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 353,800
 

―
権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式

(相互保有株式)
普通株式 69,500
 

―
権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 275,127,600
 

2,751,276 同上

単元未満株式 普通株式 209,647
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 275,760,547 ― ―

総株主の議決権 ― 2,751,276 ―
 

（注）１．「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式77株および証券保管振替機構名義の株式15株が含まれており

ます。

　　　２．「完全議決権株式（その他）」欄には、役員報酬信託口が所有する当社株式113,100株（議決権1,131個）が

含まれております。

 

② 【自己株式等】

   2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

(自己保有株式)
 

    

京浜急行電鉄株式会社 横浜市西区高島１丁目２番８号 353,800 ― 353,800 0.13

      

(相互保有株式）
     

横浜新都市センター
株式会社

横浜市西区高島２丁目12番６号 69,500 ― 69,500 0.03

計 ― 423,300 ― 423,300 0.15
 

（注）役員報酬信託口が所有する当社株式113,100株は、上記自己株式等に含まれておりません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（自　2020年７月１日  至　

2020年９月30日）及び第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日  至　2020年９月30日）に係る四半期連結財務

諸表について、EY新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

（1）【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

(2020年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 35,555 60,917

  受取手形及び売掛金 12,591 8,577

  商品及び製品 2,532 2,451

  分譲土地建物 41,016 46,235

  仕掛品 799 1,773

  原材料及び貯蔵品 331 344

  その他 8,475 8,051

  貸倒引当金 △123 △123

  流動資産合計 101,179 128,228

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 336,260 329,736

   機械装置及び運搬具（純額） 45,667 42,509

   土地 186,411 188,717

   建設仮勘定 84,915 85,164

   その他（純額） 8,829 8,604

   有形固定資産合計 662,085 654,732

  無形固定資産 7,390 7,514

  投資その他の資産   

   投資有価証券 68,051 67,402

   長期貸付金 689 597

   繰延税金資産 6,506 6,637

   退職給付に係る資産 19,192 19,926

   その他 23,469 23,463

   貸倒引当金 △153 △153

   投資その他の資産合計 117,756 117,874

  固定資産合計 787,232 780,121

 資産合計 888,412 908,349
 

 

EDINET提出書類

京浜急行電鉄株式会社(E04089)

四半期報告書

11/24



 

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

(2020年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 33,126 14,673

  短期借入金 121,224 121,305

  コマーシャル・ペーパー － 20,000

  1年内償還予定の社債 10,000 －

  未払法人税等 3,602 961

  前受金 7,996 11,856

  賞与引当金 1,615 1,567

  役員賞与引当金 104 －

  災害損失引当金 290 －

  その他の引当金 63 15

  その他 31,622 31,277

  流動負債合計 209,646 201,657

 固定負債   

  社債 110,000 125,000

  長期借入金 203,511 238,781

  繰延税金負債 6,622 438

  役員退職慰労引当金 437 383

  退職給付に係る負債 10,895 11,402

  長期前受工事負担金 62,075 63,260

  解体費用引当金 － 4,520

  その他 17,566 16,503

  固定負債合計 411,109 460,290

 負債合計 620,756 661,947

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 43,738 43,738

  資本剰余金 44,158 44,158

  利益剰余金 172,144 151,641

  自己株式 △660 △837

  株主資本合計 259,381 238,702

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 8,906 8,658

  為替換算調整勘定 135 3

  退職給付に係る調整累計額 △1,779 △1,841

  その他の包括利益累計額合計 7,261 6,820

 非支配株主持分 1,012 879

 純資産合計 267,655 246,401

負債純資産合計 888,412 908,349
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（2）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業収益 165,241 103,014

営業費   

 運輸業等営業費及び売上原価 ※２  124,567 ※２  98,380

 販売費及び一般管理費 ※１,※２  18,965 ※１,※２  17,575

 営業費合計 143,533 115,956

営業利益又は営業損失（△） 21,708 △12,941

営業外収益   

 受取利息 34 44

 受取配当金 451 403

 持分法による投資利益 341 51

 助成金収入 － 681

 その他 250 434

 営業外収益合計 1,077 1,615

営業外費用   

 支払利息 2,083 2,071

 その他 306 328

 営業外費用合計 2,390 2,399

経常利益又は経常損失（△） 20,395 △13,726

特別利益   

 災害損失引当金戻入額 － 290

 工事負担金等受入額 234 264

 固定資産売却益 129 105

 その他 3 10

 特別利益合計 367 670

特別損失   

 減損損失 20 5,544

 解体費用引当金繰入額 － ※３  4,520

 臨時休業による損失 － ※４  311

 固定資産圧縮損 234 264

 投資有価証券評価損 － 147

 支払補償費 15 59

 固定資産除却損 456 34

 その他 2 8

 特別損失合計 729 10,890

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

20,032 △23,946

法人税、住民税及び事業税 6,229 563

法人税等調整額 78 △6,169

法人税等合計 6,307 △5,606

四半期純利益又は四半期純損失（△） 13,725 △18,340

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △25 △41

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

13,751 △18,299
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 13,725 △18,340

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △562 △247

 為替換算調整勘定 24 △220

 退職給付に係る調整額 △349 △61

 その他の包括利益合計 △888 △529

四半期包括利益 12,837 △18,869

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 12,863 △18,740

 非支配株主に係る四半期包括利益 △25 △129
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（3）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

20,032 △23,946

 減価償却費 15,239 15,699

 減損損失 20 5,544

 解体費用引当金の増減額（△は減少） － 4,520

 有形固定資産除却損 150 145

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △1,226 △446

 受取利息及び受取配当金 △485 △447

 支払利息 2,083 2,071

 持分法による投資損益（△は益） △341 △51

 工事負担金等受入額 △234 △264

 固定資産圧縮損 234 264

 売上債権の増減額（△は増加） 13,470 4,014

 たな卸資産の増減額（△は増加） 6,825 △6,181

 前受運賃の増減額（△は減少） 2,410 191

 仕入債務の増減額（△は減少） △8,812 △13,943

 未払消費税等の増減額（△は減少） △664 △305

 前受金の増減額（△は減少） △568 3,595

 その他 △2,344 △1,397

 小計 45,790 △10,938

 利息及び配当金の受取額 719 675

 利息の支払額 △2,078 △2,065

 法人税等の支払額 △6,851 △3,019

 営業活動によるキャッシュ・フロー 37,580 △15,347

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 △510 △37

 投資有価証券の売却による収入 92 29

 有形固定資産の取得による支出 △35,834 △18,156

 有形固定資産の売却による収入 1,843 279

 無形固定資産の取得による支出 △1,181 △903

 長期貸付けによる支出 △14 △32

 長期貸付金の回収による収入 48 31

 工事負担金等受入による収入 9,198 1,714

 その他 △945 △102

 投資活動によるキャッシュ・フロー △27,304 △17,176
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △1,000 －

 長期借入れによる収入 10,156 50,000

 長期借入金の返済による支出 △13,212 △14,615

 コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △10,000 20,000

 社債の発行による収入 － 14,888

 社債の償還による支出 － △10,000

 配当金の支払額 △2,203 △2,203

 非支配株主への配当金の支払額 △3 △4

 その他 △1 △177

 財務活動によるキャッシュ・フロー △16,264 57,889

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,987 25,361

現金及び現金同等物の期首残高 45,592 35,405

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  39,605 ※  60,767
 

EDINET提出書類

京浜急行電鉄株式会社(E04089)

四半期報告書

16/24



【注記事項】

（追加情報）

（当社取締役および執行役員に対する株式報酬制度の導入）

当社は、2020年６月26日開催の第99期定時株主総会の決議に基づき、当社の取締役（社外取締役を除く。）およ

び執行役員（以下、「取締役等」といいます。）に対する株式報酬制度「株式給付信託（ＢＢＴ（＝Board Benefit

Trust））」（以下、「本制度」といいます。）を導入しております。

 
１．取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託（以下、本制度に基づき設定される信託を「本信

託」といいます。）を通じて取得され、取締役等に対して、当社が定める役員株式給付規程に従って、当社株式

および当社株式を時価で換算した金額相当の金銭（以下、「当社株式等」といいます。）が本信託を通じて給付

される株式報酬制度です。

なお、取締役等が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時となります。

 

２．信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額および株式数は、当第２四半期連結会計期間において、175

百万円、113千株であります。

 
（会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症の影響）

新型コロナウイルス感染症の影響により、鉄道事業やバス事業における旅客輸送人員の減少、レジャー・サービ

ス事業におけるビジネスホテルの稼働率低下、流通事業における施設の休業および時間短縮による収入の減少な

ど、当社グループ全体の業績に大きな影響を与えております。今後の影響や収束時期などを予測することは困難で

あり、会計上の見積りを行う上で、特に将来キャッシュ・フローについて客観性のある情報に基づき予測を行うこ

とは極めて困難であります。

このため、繰延税金資産の回収可能性や減損損失の判定などについては、翌連結会計年度第２四半期まで影響が

継続するとの一定の仮定のもと、最善の見積りを会計処理に反映しております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費の内訳は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

(1) 人件費 8,608百万円 8,604百万円

(2) 経費 7,438百万円 6,351百万円

(3) 諸税 1,421百万円 922百万円

(4) 減価償却費 1,497百万円 1,696百万円

   合計 18,965百万円 17,575百万円
 

 

※２ 営業費に含まれる引当金繰入額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

(1) 賞与引当金繰入額 1,545百万円 1,567百万円

(2) 役員賞与引当金繰入額 0百万円 －百万円

(3) 退職給付費用 682百万円 1,119百万円

(4) 役員退職慰労引当金繰入額 52百万円 39百万円
 

 

※３　解体費用引当金繰入額

当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

当社の事業用資産であるＳＨＩＮＡＧＡＷＡ ＧＯＯＳの建物等の解体を決定いたしました。それに伴い、今

後発生が見込まれる建物解体費等の費用の見積り額について、解体費用引当金繰入額として特別損失に計上し

ております。

 
※４　臨時休業による損失

当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

新型コロナウイルス感染症拡大による政府の緊急事態宣言発出に伴う自治体からの休業要請により、当社グ

ループの一部施設を休業いたしました。当該休業期間に発生した固定費（人件費等）に臨時性があると判断

し、臨時休業による損失として特別損失に計上しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

現金及び預金勘定 39,755百万円 60,917百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △150百万円 △150百万円

現金及び現金同等物 39,605百万円 60,767百万円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 2,203 8.0 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月13日
取締役会

普通株式 2,203 8.0 2019年９月30日 2019年11月29日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 2,203 8.0 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 交通事業 不動産事業

レジャー

・サービス

事業

流通事業
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

 営 業 収 益         

  外部顧客への営業収益 62,979 27,258 17,039 50,121 7,842 165,241 － 165,241

セグメント間の内部営業

収益又は振替高
1,007 3,420 2,577 503 15,611 23,120 △23,120 －

計 63,987 30,679 19,617 50,624 23,453 188,362 △23,120 165,241

 セグメント利益 11,733 4,453 3,754 1,356 876 22,174 △466 21,708
 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設・土木・電気設備の工

事、輸送用機器の修理・改造、ビル管理業務等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

当第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 交通事業 不動産事業

レジャー

・サービス

事業

流通事業
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

 営 業 収 益         

  外部顧客への営業収益 36,352 11,491 7,915 40,708 6,545 103,014 － 103,014

セグメント間の内部営業

収益又は振替高
897 2,632 1,608 950 10,228 16,317 △16,317 －

計 37,250 14,124 9,524 41,659 16,773 119,332 △16,317 103,014

 セグメント利益又は損失（△） △12,000 1,425 △2,439 △162 363 △12,814 △126 △12,941
 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設・土木・電気設備の工

事、輸送用機器の修理・改造、ビル管理業務等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

「不動産事業」セグメントにおいて3,109百万円、「レジャー・サービス事業」セグメントにおいて2,435百

万円の減損損失をそれぞれ計上しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失（△）

49.93円 △66.46円

 （算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）(百万円)

13,751 △18,299

    普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
 又は普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損
失（△）(百万円)

13,751 △18,299

   普通株式の期中平均株式数(株) 275,387,559 275,328,731
 

（注）１．前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。また、当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．役員報酬信託口が保有する当社株式を、１株当たり四半期純損失の算定上、期中平均株式数の計算において

控除する自己株式に含めております。なお、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、当第２四半期連結累

計期間において、56千株であります。

　

２ 【その他】

第100期（自　2020年４月１日 至　2021年３月31日）中間配当については、2020年11月11日開催の取締役会におい

て、これを行わない旨を決議いたしました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年11月13日

京浜急行電鉄株式会社

取締役会  御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東 　京 　事　 務 　所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 江   口   泰   志 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 齋   藤   祐   暢 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小   島   亘   司 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京浜急行電鉄株

式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京浜急行電鉄株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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